
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：24－011） 

 

１ 金曜日（8 月 9 日）、太平洋諸島フォーラム外相会議に出席するためフィ

ジーのスバを訪れているニュージーランド（NZ）と豪州の外相は、米国、フラ

ンス、ドイツ、日本、英国などのパートナーとともに、4750 万ニュージーラン

ド・ドル（※約 41億円）を投資し、太平洋全域に人道支援倉庫を設置すること

を発表した。 

NZ のピーターズ外相は、太平洋島嶼国はサイクロン、地震、津波、洪水、火

山噴火、病気など、さまざまな自然災害その他のリスクに晒されており、これ

らの災害発生から 48時間以内に人道支援物資を入手できるようにすることで、

緊急的ニーズに対応できるよう支援すると述べた。 

このイニシアティブにより、太平洋島嶼国 14カ国と東ティモールに倉庫が建

設される。 

原文 

（9th August 2024, Radio NZ） 

 

２ 月曜日（8 月 12 日）、ニュージーランド（NZ）のピーターズ副首相兼外相

は、マーシャル諸島が自然災害や気候変動によるリスクに備え、適応できるよ

う、620 万ニュージーランド・ドル（※約 5 億 4000 万円）の資金援助を行うこ

とを発表した。 

今週ミクロネシア地域を周遊しているピーターズ氏は、このプロジェクトは、

両国の協力関係を強化し、災害や気候変動の影響に直面している島々のレジリ

エンスを高めることを目的としていると語った。 

NZ 代表団は、マーシャル諸島のハイネ大統領、Lakjohn 大統領補佐官、カネ

コ外務大臣ら閣僚ほか複数の国会議員と会談した後、ミクロネシア連邦とパラ

オに向かう予定である。 

原文 

（12th August 2024, Radio NZ） 

 

３ パラオの現職大統領のウィップス氏及び前大統領のレメンゲサウ氏は、パ

ラオ選挙管理委員会に対し、正式に大統領選に向けた請願書を提出した。 

 また、現職副大統領のセンゲバウ氏と前副大統領のオイロー氏も、同委員会

に対し、正式に副大統領選に向けた嘆願書を提出した。 

大統領及び副大統領候補はそれぞれ 2 名で、予備選挙は行われない。有権者

は 11月 5日に予定されている総選挙で大統領と副大統領を選ぶことになる。 

https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/524636/nz-australia-pour-almost-nz-50-million-for-pacific-humanitarian-warehouses-program
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/524890/nz-gives-more-than-6-million-to-support-resilient-and-prosperous-marshall-islands


原文 

（9th August 2024, PACNEWS） 

原文 

（9th August 2024, PACNEWS） 

原文 

（6th August 2024, PACNEWS） 

 

４ 豪州、米国、カナダ、フィリピンが南シナ海で合同演習を行う。ABC によ

ると、豪州国防省はこの演習に軍艦ではなく P8偵察機を派遣するという。 

4 カ国は声明で、今回の訓練はこの地域における航行と飛行の自由を守るた

めのものであり、我々の総意として、自由で開かれたインド太平洋を支持し、

地域的、国際的な協力関係を強化するためのものであると述べている。 

参加国によると、訓練海域は「フィリピンの排他的経済水域内」である。 

この訓練が中国の反感を買うのはほぼ確実である。豪州は今年 4 月、フィリ

ピン、米国、日本とともに同様の演習に参加し、その際も中国は南シナ海にお

ける空・海軍パトロールの実施により応戦している。 

原文 

（7th August 2024, Radio NZ） 

 

５ 豪州、米国（ダーウィン海兵隊）、インドネシアの 3 カ国は、豪州のノー

ザン・テリトリーで、大規模な国際人道支援・災害救援（HADR）演習である

「Bakti Kanyini AusIndo 2024」（BKA24）を実施する。 

 BKA24 では、水道の復旧や緊急医療支援などの被災地域への支援から、地域

復興のための清掃活動に至るまで、災害対応におけるあらゆる活動の演習が行

われる。 

このような事態では、参加国がシームレスに連携することが不可欠であり、

演習により相互運用性の構築と強化を図る。 

 BKA24 は軍だけでなく、豪州外務貿易省、米国人道支援局、インドネシア国

家捜索救助庁などの政府機関とも連携して実施される。 

 同演習には、英国、東ティモール、パプアニューギニアがオブザーバーとし

て初参加する。 

原文 

（13th August 2024, Defence AU） 

 

６ キリバスでは水曜日（8 月 14 日）に国政選挙が行われた。有権者にとって

の主要な争点は、中国との密接な関係、気候変動対策、生活費の圧迫であった。 

今回の選挙は、親中派であるマーマウ大統領が 2019年に外交関係を中国に切

り替えたことに対する国民投票とも見られていたが、マーマウ大統領は大勝を

もって議席を維持した。 

https://islandtimes.org/president-whipps-files-for-re-election/
https://islandtimes.org/vice-president-uduch-files-for-re-election/
https://islandtimes.org/remengesau-officially-files-at-the-palau-election-commission/
https://www.rnz.co.nz/news/world/524449/australia-joins-defence-exercise-in-contested-south-china-sea
https://www.defence.gov.au/news-events/releases/2024-08-13/australia-united-states-and-indonesia-work-together-top-end-disaster-exercise


マーマウ大統領は、キリバスの野党党首である Lambourne 氏と結婚した豪州

出身の高等裁判所判事を解任し国外追放したことで、国際的な論争を呼んでい

る。今回の選挙では、Lambourne氏も議席を維持した。 

議会は 9月 13日に再開され、新議長と大統領選挙の候補者が選出される。キ

リバス国民はその後、大統領を選ぶための投票を行う。 

キリバスでは、経済的・環境的な課題が山積している。最低賃金は 0.99ドル

で、失業率は依然として高い。昨年の消費者物価指数は 9％以上上昇している。

海面上昇の脅威にも晒されており、地下 2 メートルにある地下水は海水の侵入

などで簡単に汚染されてしまう。 

過去の政権下では、キリバス政府は気候変動問題に対し、世界的に卓越した

活動を行ってきたとも言われているが、マーマウ政権は深海採掘を支持してお

り、環境保護団体と対立している。 

原文 

（13th August 2024, Reuters） 

原文 

（16th August 2024, PACNEWS） 

 

７ 金曜日（8 月 9 日）にフィジーで開催された太平洋諸島(PIF)外相会議にお

いて、豪州のウォン外相は、約 1,850 万豪ドル(1,215 万米ドル)を投資し、太

平洋島嶼国の海洋・漁業調査船を建造することを発表した。 

この船舶は、海洋資源の持続可能な管理と気候変動の影響を監視するために

不可欠な科学的情報を収集するものである。 

この支援は、日米豪印（クアッド）の「海洋状況把握のためのインド太平洋

パートナーシップ（IPMDA）」に対する豪州のコミットメントの一環であり、

PIF漁業機関(FFA)を通じて行われる。 

ウォン外相は、衛星データの提供、研修訓練、キャパシティ・ビルディング

を通じて、海域における違法行為の探知能力を向上させると述べた。 

原文 

（12th August 2024, PACNEWS） 

 

８ 金曜日（8 月 9 日）の太平洋諸島フォーラム（PIF）外相会合において、福

島第一原子力発電所における ALPS処理水の海洋放出に関する独立専門家パネル

の復活が合意された。太平洋島嶼国が自ら科学的分析を行うことができるよう

になることを目的とした動きと見られる。独立専門家パネルは以前、PIF と国

際原子力機関（IAEA）の対話を促進する上で重要な役割を果たしていた。 

PIF 議長であるクック諸島のブラウン首相は、太平洋地域が IAEA と同等の監

視、モニタリング作業を行えるよう、太平洋地域におけるキャパシティ・ビル

ディングと強固な監視システムの必要性を強調し、そのために IAEAの関与が必

要であると述べた。 

https://www.reuters.com/world/asia-pacific/kiribati-goes-election-which-china-ties-climate-stance-face-test-2024-08-13/
https://pina.com.fj/2024/08/16/kiribati-poll-results-show-pro-china-leader-maamau-retains-parliamentary-seat/
https://pina.com.fj/2024/08/12/australia-increase-investment-in-maritime-for-pacific-countries/


独立専門家パネルを復活させるという決定は、長期的な環境問題に直面する

太平洋島嶼国の懸念に確実に対処し、地域の安全を優先させるという継続的な

コミットメントを示すものである。 

原文 

（15th August 2024, PACNEWS） 

 

９ ミクロネシア連邦（FSM）は、国際パートナーとの連携協力を通じ、安全

かつレジリエントな社会の構築に向けた国家の取り組みとして、ポリス・アカ

デミーを公式に設立したことを発表した。 

 ポリス・アカデミーでは、国家警察及び全 4 州の州警察職員が法執行のため

の技量、知識の向上を図る。 

 ポリス・アカデミーは、米国を含む国際パートナーからの援助のほか、国連

薬物犯罪事務所（UNODC）及び国連開発計画（UNDP）から専門トレーナーの派

遣を受け、訓練プログラムがより強化されている。 

原文 

（14th-27th August 2024, The Kaselehlie Press） 

  

https://pina.com.fj/2024/08/15/push-for-independent-oversight-on-fukushima-wastewater-issue/


 

 

 

  



 


